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研究成果の概要（和文）：WHOたばこ規制枠組条約の発効に伴い、国内でも各種たばこ対策が実効に移されてきており
、喫煙率の減少が観察されていた。一方、近年、電子タバコ及び各種無煙タバコなど新しいタバコ及び関連商品の開発
販売が活発である。国内で販売されている無煙タバコ・ゼロスタイルスティックスの成分を分析したところ、吸煙ニコ
チン量は従来の紙巻きタバコより遥かに少なかった。また、メンソール系ではニコチンより多いメンソールの吸煙が行
われていることが確認された。電子タバコを含め、これら新規のタバコ及び関連商品は、受動喫煙対策が進む中で、従
来の紙巻きタバコとの二重使用を誘導し、禁煙希望者の禁煙意思を削ぐ可能性が危惧される。

研究成果の概要（英文）：ZERO STYLE STIXTM, which is a type of smokeless tobacco (SLT), was released in 
the Japanese market in 2010 by Japan Tobacco Inc. To determine the constituents of the gas from the SLT, 
and analyze the ingredients in tobacco fillers, nicotine, menthol, and tobacco-specific nitrosamines in 
the smokeless tobacco fillers were determined. As a result, nicotine, menthol, and the total 
tobacco-specific nitrosamines were detected in the tobacco fillers. The level of menthol in the ZERO 
STYLE STIX was more than ten times the nicotine level. In addition, flavors other than menthol were 
emitted from the smokeless tobacco. We have also reported many hazardous chemical compounds generated 
from e-cigarettes, particularly carbonyl compounds such as formaldehyde, acetaldehyde, acrolein.
In conclusion, continuous careful monitoring and risk management of SLT and e-cigarettes should be 
implemented.

研究分野： 衛生・公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
 平成 15 年施行された健康増進法において
公共の場における受動喫煙の防止、平成 17
年にたばこの規制に関する世界保健機関枠
組条約（FCTC）が発効、平成 22 年 2 月の厚
生労働省健康局長通知の受動喫煙防止対策
について、平成 22 年 10 月のたばこの値上げ
などを機に、一般市民においても喫煙に関す
る関心が随分と高まり喫煙率の低下が認め
られている。禁煙教育、職場および公共の場
での分煙・禁煙化など禁煙サポート活動も広
く普及してきている。しかしながら、先進諸
国の中でいまだ非常に高い喫煙率が保持さ
れており、また近年若年女性の喫煙率の増加
が問題視されている。2011 年 9 月の医学雑
誌 Lancet の日本特集号の中で，日本の予防
可能な最大の危険因子は「喫煙」であると示
された。このような背景のもと、健康日本２
１（第二次）及びがん対策推進基本計画では，
「成人の喫煙率を平成 34 年度までに 12%」
に低減など新たな数値目標が盛り込まれた。
さらに平成 24年 9月 14日の閣議決定におい
て日本政府としても、タバコ煙の有害性評価
と喫煙者及び受動喫煙者の健康への影響に
ついて測定・評価することを明示した。 
 このような中、最近、国内において急速に
普及してきているものにメンソールタバコ、
無煙タバコがある。禁煙・分煙化が進む中、
タバコ事業者は喫煙者の確保の為に新たな
商品の開発を積極的に行っているが、これら
について有害性を評価し、また若年者、女性
などの新たなターゲットに対する販売拡大
に対する科学的な警鐘をならすことは、緊急
な課題のひとつと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 近年、禁煙・喫煙対策に対する関心の高ま
る一方、新たな課題として上述のように、無
煙タバコ、メンソールタバコなど新たな商品
が国内において急速に普及してきている。こ
れらの新規タバコ商品の安全性に関しては、
WHO, FDA 等で懸念が表明されている。し
かし系統的な調査が十分に実施されていな
いのが実情である。本研究では、これら新規
タバコ煙に有害因子が存在しないかを、化学
分析を実施することによりリスク評価を行
うとともに、喫煙対策に関する国内外の情報
を収集し、公開していく。それらにより非喫
煙者の喫煙行動につながる行為の予防（防
煙）、 禁煙行動の妨げになるのを防ぎ、国民
が新たな有害化学物質に曝露される機会の
増加を予防することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 タバコ煙の有害成分評価は、自動機械喫煙
装置を用いた国際標準法に基づいて捕集・評
価することが必須である。我々の施設は WHO 
TobLabNet タバコ研究室ネットワークに参画
し、国内でほとんど唯一これらの評価を継続
実施してきている。 

 これらの経験を踏まえ、電子タバコをはじ
めとした新しいタバコ及び関連製品の主流
煙および蒸気を自動吸煙装置により捕集し、
アルデヒド類、VOCs 等の有害化学物質の分析
を進めるとともに各種文献より現状を分析
した。 
 
４．研究成果 
 無煙タバコの一種ゼロスタイル・スティッ
クスは、平成 22 年から一部販売が始まった
新商品であり、カートリッジにおさめられた
タバコ葉成分を着火せずに吸入し、禁煙エリ
ア等での使用が懸念される。ゼロスタイル・
スティックスのニコチン放散量は、紙巻きタ
バコと比較して低値であった。一方で、ゼロ
スタイル・スティックスのメンソール系 3 製
品はニコチン量より多いメンソールが含有
され、強い香りが確認された。本研究の分析
結果は、我が国でこの嗅ぎタバコ製品のみを
販売し、紙巻きタバコ製品をすべて排除する
のであれば、喫煙による健康影響とニコチン
依存は減少すると考えられる。しかし、後述
する製品群を含め、これらの製品は従来の紙
巻きタバコの二重使用（デュアルユース）を
誘導し、喫煙の維持に繋がることが最も懸念
される。 
 さらに無煙タバコの一種として、口腔内に
入れて使用するスヌースの販売も平成 25 年
8 月より大阪限定で販売開始された。スヌー
スの販売開始にあたっては、タバコとしての
健康影響に加え、紙巻きタバコとの二重使用
（デュアルユース）、使用が分かりにくく青
少年を含めた非喫煙者の喫煙誘導（ゲートウ
ェイ）になる可能性、幼小児の誤飲の可能性、
パッケージの警告表示の問題などから、日本
学術会議、厚生労働省、関連学会等から提言、
注意喚起等が公表された。 
 国内ではたばこ事業法によるたばこでは
なく、消費者商品として販売されている電子
タバコから発生する蒸気に含まれる有害化
学物質の分析の結果、製品により，吸入蒸気
に IARC group1（ヒトに発がん性がある）に
分類されるホルムアルデヒドをはじめ、アセ
トアルデヒドやアクロレインなどの有害な
カルボニル類が含まれていることが見いだ
された。さらに製品による発生状況に大きな
差異があり、一部には紙巻きタバコ以上に高
濃度の発生が認められるものも確認された。
また各国の規制の動向としては、国内では旧
薬事法によって許可されていないが個人輸
入で入手可能なニコチンを含む電子タバコ
ENDS と，ニコチンを含まない ENNDS に分
けて各国で規制が進められていることが確
認された。2014 年モスクワで開催された
FCTC COP6 においても電子タバコの規制に
関して議論された。  
 薬用吸煙剤として医薬品として販売され
るネオシーダーに紙巻タバコ製品中の化学
物質の測定法を適用してその評価を行った
結果，ニコチンおよびタバコ特異的ニトロサ



ミンが含まれるほか，多環芳香族炭化水素,
カルボニル類は,製品 1 本あたりの葉の重量
が紙巻タバコ製品より重いことも関係して
か高値となっていることが観察された。 
 日本の喫煙の状況は、平成 25 年国民健康・
栄養調査によると、男性喫煙率は 32.2％と先
進国の中では高く、しかも一時の低下傾向が
止まり定常状態である。 国民健康づくり運
動プラン（健康日本 21・第二次）で喫煙率目
標として、喫煙者で喫煙をやめようと思う者
がやめると達成できる数値として 12％を目
安に設定された。しかし、上記調査の結果で
は、喫煙者でタバコを止めようと思う者の割
合が 24.6％で、前回 23 年調査の 35.4％から
急激に低下している。このままでは、喫煙率
１２％達成も困難と思われる。この背景には、
受動喫煙対策が進む一方で、各種無煙タバコ
や、電子タバコを含む、新規タバコ、および
タバコ関連製品の開発・販売が急速に進んで
いることも一因として考えられる。 
 我が国では，科学的根拠に基づいたタバコ
製品の規制対策は遅れているが継続した検
討が求められる。 
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